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し
い
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性
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か
た
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な
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が
ら
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す-
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事
業
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
︑
令
和
元
年
に
�
歳
の
女
児
が
衰
弱
死

し
︑
��
歳
の
母
親
と
交
際
相
手
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
す
︒
再
発
防
止
に
向

け
た
検
証
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
の
は
︑
行
政
の
協
働
・
連
携
が
不
足
し
て
い

た
こ
と
に
加
え
︑
加
害
者
で
あ
る
女
児
の
母
親
も
ま
た
︑
支
援
が
必
要
な
少

女
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
し
た
︒
��
代
で
妊
娠
︑
出
産
︑
D
V
︑
中
絶
な
ど

の
困
難
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
︑
行
政
の
支
援
か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
︒

見
落
と
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
若
年
女
性
の
困
難

若
年
層
の
女
性
を
対
象
に
︑
困
り
ご
と
や
そ
れ
を
相
談
で
き
て
い
た
か
を
札

幌
市
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
︑
経
済
的
困
窮
︑
D
V
︑
性
的
搾
取
等
︑
明
ら
か

に
支
援
が
必
要
で
あ
る
状
況
で
も
︑
困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
は
気
付
い
て

お
ら
ず
︑
相
談
し
て
い
な
い
︑
ま
た
︑
相
談
先
と
し
て
公
的
機
関
を
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
︒
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
︑
こ
れ
ま

で
に
な
い
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
し
た
︒

自
分
の
悩
み
は
、深
刻
じ
ゃ
な
い

      

﹁
L
i
N
K
﹂
で
は
︑繁
華
街
の
夜
回
り
や
S
N
S
を
用
い
た
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
︑
雑
談
を
交
え
て
﹁
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
﹂

﹁
L
I
N
E
で
︑
匿
名
で
相
談
で
き
る
よ
！
﹂
と
相
談
先
の
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
す
︒

S
N
S
相
談
で
は
︑
女
性
た
ち
か
ら
﹁
交
際
相
手
か
ら
暴
力
が
あ
る
ん
だ
け
ど
︑
こ
れ
っ

て
普
通
の
こ
と
？
﹂
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
︑
そ
れ
に
対
し
て
︑﹁
暴
力

や
暴
言
が
あ
る
の
は
︑
普
通
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
﹂
と
伝
え
る
と
︑﹁
そ
う
な
ん
だ
﹂
と

気
付
い
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

積
極
的
に
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に

相
談
内
容
は
︑
家
庭
環
境
︑
暴
力
︑
貧
困
︑
性
的
な
こ
と
︑
妊
娠
等
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
︒
複
数
の
困
難
を
い
く
つ
も
抱
え
︑
精
神
的
に
不
安
定
で
︑
死
に
た
い
と

い
う
思
い
が
強
い
方
も
多
く
︑
専
門
的
な
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

﹁
L
i
N
K
﹂
と
は
別
に
︑
札
幌
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
民
間
団
体
と
一
緒
に

Cloudy

︵
ク
ラ
ウ
デ
ィ
︶と
い
う
若
年
女
性
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
て
お
り
︑

普
段
か
ら
情
報
共
有
等
を
行
っ
て
い
る
た
め
︑
よ
り
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る
際

に
は
︑
各
団
体
の
協
力
を
得
て
︑
相
談
者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
︒

﹁
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
し
ち
ゃ
い
け
な
い
﹂
と
い
う
女
の
子
が
す
ご
く
多
い
の
で
す
が
︑

背
後
に
は
ネ
ッ
ト
等
で
の
女
性
に
対
す
る
﹁
甘
え
じ
ゃ
な
い
か
﹂
等
の
批
判
の
声
が
あ

る
と
感
じ
ま
す
︒
一
部
の
声
を
社
会
全
体
の
声
と
捉
え
︑〝
助
け
を
求
め
た
ら
責
め
ら
れ

る
〞
と
い
う
恐
怖
か
ら
︑
必
要
な
支
援
に
つ
な
が
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
︒﹁
困
っ
た
時
は
誰
か
に
頼
れ
る
﹂
社
会
に
な
る
に
は
︑
一
人
ひ
と
り
が

ま
ず
困
っ
て
い
る
女
の
子
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
︒

相
談
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
支
援

鈴
木
か
お
り
さ
ん

事
業
担
当
者

事
業
受
託
者

札
幌
市
子
ど
も
未
来
局

子
ど
も
育
成
部

子
ど
も
企
画
課
企
画
係
長

橋
本
彩
加
さ
ん

公
益
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
青
少
年

女
性
活
動
協
会
／

札
幌
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
L
i
N
K（
リ
ン
ク
）」

思
春
期
・
若
年
期
の
女
性
に
焦
点
を
当
て
、
先
駆
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
支
援
事
業
に
着
手
し
た
札
幌
市
。
若
年
女
性
の
困
難
に
向
き
合
う

「
L
i
N
K
」
の
支
援
と
は
？

抱える困難の数

出典：「令和 5年度神奈川県困難を抱える女性に係る
　　　実態調査」（令和 6年 3月）

ど
ん
な
困
難
を

抱
え
て
る
？

困
難
を
い
く
つ

抱
え
て
る
？平均

3.4

15.6％

42.7％

1種類のみ

2～3
種類

4種類
以上
41.7
％ 種類

2～3 種類、4 種類以上をあわせる
と 8 割強の人が、複数の困りごとを
抱えている！

4 種類以上の多数の困難を抱えている
人の割合は、30 歳以下で 5 割弱と
高くなっている。

札
幌
市
困
難
を
抱
え
る
若
年
女
性
支
援
事
業

〜
支
援
へ
の

　
つ
な
が
り
づ
ら
さ
〜

新
し
い
法
律
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
、
今
、
女
性

支
援
の
あ
り
方
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、Ｄ
Ｖ
や
家
庭
の
問
題
、
性
的
搾
取
や

性
被
害
、
お
金
の
問
題
等
を
複
合
的
に
抱
え
な
が

ら
も
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
困
難
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
女
性
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
女
性
た
ち
が
必
要
な
支
援
に
つ
な
が
る
た

め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

困ったり、悩みを抱えた経験（複数回答） 

1 位　健康に関わる不安や問題 76.2％
2 位　家庭に係る問題 62.4％
3 位　経済的な困りごと（仕事のことを含む）56.5％　
４位　職場や学校、地域での人間関係等　40.8％
５位　配偶者・パートナー・恋人から
　　　暴力を受けた　31.2％
　　　（DV・デート DV）
６位　家族から暴力を受けた　28.6％
　　　（配偶者・パートナー以外）
７位　住まいや居場所に係る問題　22.4％
８位　性的な被害や問題　21.8％
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なぜ、女性に特化した支援が必要なの？

4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
女
性
支
援
法
」
を
機

に
、
女
性
の
自
立
支
援
の
拠
点
と
し
て
、

新
た
に
開
所
し
た
「
京
都
市
女
性
の
た
め

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
み
ん
と
）」

に
つ
い
て
、
京
都
市
の
女
性
相
談
支
援
員

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

女性支援の場はどう変わるの？困難を抱える女性のために、周囲ができることは？

「みんと」の支援について教えて！

ど
ん
な
支
援
が
あ
る
の
？

社会には、性別に関わらず困難を抱えている方がたくさんおられ
ます。ですが、女性は女性であることで、様々な困難に直面しや
すい状況にあります。
男性優位の根強い性別役割分担意識が存在する社会では、女性は
暴力や性的被害に遭いやすく、出産、育児により就業が途切れや
すく不安定にならざるを得ない状況があります。これらを背景に、
予期せぬ妊娠、生活困窮、DV、性暴力、性的搾取等、様々な困難
を抱える女性は少なくありません。

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」
（令和 6 年 4 月施行）は、女性の福祉に特化した
初めての法律です。全ての女性の人権が尊重され、
安心かつ、自立して暮らせる社会の実現に向けた
支援の枠組みを強化するためにつくられました。

女性支援法とは？

行政、関係機関、民間団体が対等な関係で連携し、本人中心の、
包括的でより適切な支援を目指します。また、支援全体をコーディ
ネートする「女性相談支援員」が、相談から自立までの支援体制
を整えます。多機関の連携により、支援を必要としている女性の
早期発見・支援につなげることが可能になります。

皆さんの周りに家族や生活の問題を抱えてつらそうな女性はいませんか？大変な状
況でも、本人はその状況に慣れてしまい「相談していい」ということすら浮かばな
い方も多いです。そのような方がいたら、そっと「専門の人に相談してみたら？」
と相談機関を勧めてみてください。その一言で支援につながり、生きることが楽に
なる方がいるかもしれません。

専門知識を持った相談支援員が、お話をお聴きして課題を明らかにし、様々な福祉サー
ビスや地域の資源の中から解決に向けて利用できるものを一緒に考えます。ＤＶ被害者
支援で培ってきたノウハウや支援機関・民間団体とのつながりを活かし、一人ひとり
に寄り添ったきめ細やかな伴走支援を目指します。

ミントの花言葉

＃同行支援

区役所、裁判所、警察などでの
行政手続きや司法手続きにつき
そいます。

家庭での学習環境が整いにくい子ど
もの学習習慣づくりや進学をサポー
トします。

障害のある方が自立した生活を送るために、
食事やお金、体調管理、人との交流などの生
活能力を身につけます。

無料または安価で安心して食事を楽しむこと
ができ、地域の人々とのつながりも深められ
る居場所です。

京都市女性のための相談支援センター

関係機関と連携！相談者に寄り添い支援する

“相談してみんと”
“やってみんと”

　

元気回復

＃学習支援 ＃生活訓練 ＃子ども食堂・カフェ
関連
ワード

電話・来所相談（またはほかの相談機関の紹介）
カウンセリング、弁護士・精神科医による相談
緊急時における安全確保に向けた支援
福祉施策の情報提供、住居・就労等の自立支援

どんなことを相談できるの？

どんな支援を
受けられるの？

暴力・虐待・性被害
生活困窮
思いがけない妊娠
性的搾取
居場所がない　等

必要に応じて同行支援をします！

自分が抱えている困難をうまく説明できな
くても、まずは相談を。将来的に問題を抱
える状況になる可能性がある人も、サポー
トが受けられます。

「みんと」の連絡先は裏表紙「きょうとの相談窓口一覧」に掲載しています
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に
立
ち
寄
れ
る

　
　

の
た
め
の

5

家
族
や
友
人
と
の
関
係
が
苦
し
い
︒
安
心
で
き
る

場
所
で
過
ご
し
た
い
︒
胸
に
つ
か
え
て
い
る
こ
と
を

誰
か
に
話
し
た
い…

困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
︑

京
都
の
ま
ち
の
居
場
所
を
紹
介
し
ま
す
︒

京都市男女共同参画センター ウィングス京都
女性のための相談／トラウマ・ケアの読書会

3

9-2

6-2

6-1

9-1

5

1

8

4

7

10

1 2

12

11

＃相談 ＃講座 ＃グループ ＃DV・性暴力

京都市中央青少年活動センター／なかせいカフェ2

京都市伏見青少年活動センター／京都ユースクリニック3

ウィメンズカウンセリング京都4

京都 YWCA ／ APT・カルーナ・Yここ Kitchen5

NPO 法人 京都マック7

NPO 法人 暮らしのコツ研究所／ことの葉 .lab8

京都わかくさねっと／わかくさリビング（6-1）
わかくさカフェ× HOSTEL NINIROOM（6-2）

6

NPO法人 コミュニティ・スペース sacula（9-1）
すずなりランタン（9-2）

9

NPO 法人 happiness10

NPO 法人 Reframe ／居場所くらら庵・ゆらり庵11

野菊荘／こもれび12

居
場
所
M
A
P

＃若者 ＃カフェ＃相談 ＃学習支援

＃相談＃若者 ＃学習支援 ＃子ども食堂

＃相談 ＃講座 ＃グループ ＃DV・性暴力

＃若者 ＃外国人 ＃相談 ＃子ども食堂・カフェ

＃短期宿泊＃若者 ＃子ども食堂・カフェ＃親子

＃グループ＃相談 ＃依存症回復　 ＃生活訓練

＃DV・性暴力＃講座 ＃カフェ

＃短期宿泊＃子ども食堂・カフェ＃相談＃若者 ＃子ども

＃短期宿泊 ＃同行支援＃子ども食堂・カフェ＃若者＃親子

＃子ども食堂＃相談＃若者 ＃食材提供＃子ども

＃母子 ＃相談 ＃食材提供＃子ども

京
都
市
情
報
館
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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を配りませんか？

研修・
授業等で

オンラインショップから
ご注文いただけます！

あなたの力になります！

ウィングス京都相談室

▼日常生活のさまざまな悩み

▼困難な問題を抱える女性を支援します！

京都市女性のための相談支援センタ ー 「みんと」

■京都市DV相談支援センター 電話　  075-874-4971

電話　  075-222-7711

電話

月～土 9:00 ～17:15

10:00～18:00

月～土 10:00～20:00

月～土 19:00～21:009:00～20:00

 日・祝10:00～17:00

075-708-7750

※日・祝・��/��～�/� を除く

電話　075-874-6312 月～土 9:00 ～17:15 ※日・祝・��/�� ～ �/� を除く

電話　 075-212-7830 月・木・金・土 10:00～17:00
火 10:00～20:00

※水・日・祝・   ��/�� ～ �/� を除く

京都市生活福祉課　自立支援担当

▼仕事・暮らしのことで困ったら

電話　 075-251-2525 月～金 8:45～12:00、 13:00～17:00 ※土・日・祝・��/�� ～�/�を除く

（相談受付時間外の緊急時はこちらへ）

※水・��/��～�/� を除く

※��/�� ～�/� を除く

※火・祝・��/�� ～ �/� を除く

■京都市子ども・若者総合相談窓口

■京都性暴力被害者ワンストップ相談支援センター　京都 SARA（サラ）

（39歳まで）

電話 075-708-5440

電話 075-531-9910

緊急ホットライン　075-874-7051

■京都市ひとり親家庭支援センター ゆめあす

■京都府家庭支援総合センター ■チャットルーム「ここはな」
（女性相談支援センター） 京都府女性のための無料チャット相談

きょうとの相談窓口一覧

※��時～翌�� 時は内閣府が設置する夜間休日対応
コールセンターにつながります

（全国共通短縮番号）＃8891 （年中無休）24時間

（年中無休）


